
こ
の
数
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
役
員

会
も
総
会
も
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
。

し
か
し
、
11
月
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
・

ア
ゴ
ラ
」
を
応
援
す
べ
く
現
地
に
出
か

け
、
宮
崎
先
生
を
始
め
、
私
達
の
時
代

と
変
わ
ら
な
い
懐
か
し
い
制
服
を
着
た

学
生
た
ち
を
間
近
に
見
て
、
ま
た
キ
ラ

キ
ラ
し
た
目
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

特
に
主
催
の
文
部
科
学
省
の
視
察
の

時
に
、
堂
々
と
研
究
の
成
果
を
説
明
す

る
代
表
の
姿
も
さ
す
が
に
素
晴
ら
し
い

と
拍
手
を
し
ま
し
た
。
や
は
り
オ
ン
ラ

イ
ン
で
は
伝
わ
ら
な
い
、
リ
ア
ル
は
い

い
な
と
感
激
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
頑
張
っ
て
、
世
界

の
天
草
高
校

と
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
昨

年
最
後
の
役

員
会
を
「
ス
ク
ワ
ー
ル
麴
町
」
で
実
施

し
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
役
員
は
、
相

当
話
が
た
ま
っ
て
い
た
ら
し
く
、
席
に

つ
い
た
と
た
ん
に
話
が
縦
横
無
尽
に
飛

び
交
い
ま
し
た
。
明
瀬
副
会
長
か
ら
は
、

一
時
は
体
調
不
良
で
落
ち
込
ん
だ
時
期

が
あ
っ
た
が
、
病
院
を
辞
め
て
野
菜
作

り
に
励
ん
だ
ら
、
す
っ
か
り
元
気
に
な

り
、
高
菜
が
沢
山
出
来
、
近
所
に
配
れ

た
。
ま
た
趣
味
の
水
墨
画
を
寄
付
し
た

ら
、
院
長
先
生
か
ら
お
礼
の
手
紙
が
来

て
嬉
し
か
っ
た
と
。
谷
山
相
談
役
か
ら

は
、
年
を
取
っ
た
ら
、
「
あ
い
う
え
お
」

で
生
き
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
①

会
い
た
い
人
に
会
う
。
②
行
き
た
い
と

こ
ろ
に
行
く
。
③
嬉
し
い
こ
と
を
す
る
。

④
選
ぶ
こ
と
。
⑤
お
い
し
い
も
の
を
食

べ
る
こ
と
だ
そ
う
で
、
み
ん
な
納
得
。

こ
れ
も
す
べ
て
天
草
高
校
の
た
っ
た

3
年
間
の
絆
で
す
が
、
私
達
に
は
一

生
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
故
郷
を
大
切
に
し
、
こ
の
天
草
高

校
で
得
た
友
好
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

11
月
5
、
6

日
に
開
催
さ
れ

た
「
サ
イ
エ
ン

ス
・
ア
ゴ
ラ
」

で
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
当

日
は
、
同
時
進
行
で
「STI

for
SD

G
s

」
ア
ワ
ー
ド
の
次
世
代
賞
授
賞
式

も
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

「STI
for
SD
G
s

」
ア
ワ
ー
ド

と
は
、
日
本
科
学
技
術
振
興
機
構
が
、

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て

社
会
課
題
を
解
決
す
る
優
れ
た
取
組
を

表
彰
す
る
制
度
で
、
「
次
世
代
賞
」
は
、

全
国
の
大
学
・
高
校
を
対
象
に
、
特
に

優
秀
な
学
校
を
年
間
３
校
程
度
表
彰
す

る
も
の
で
す
。
天
草
高
校
は
、
２
０
１

９
年
（
※
こ
の
年
は
天
草
高
校
の
み
）

に
続
い
て
、
２
０
２
２
年
「
天
草
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
～
地
域
循
環

型
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
造
～
」

で
も
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
複
数
回
受

賞
校
は
初
め
て
で
す
。
選
考
理
由
に

「
自
身
が
暮
ら
す
地
域
を
愛
す
る
気
持

ち
か
ら
、
自
治
体
や
地
域
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
胸
打

た
れ
ま
し
た
。
今
回
、
改
め
て
、
子
ど

も
た
ち
の
「
天
草
愛
」
を
表
彰
さ
れ
た

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

先
日
、
天
草
市
の
馬
場
市
長
と
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ト
ー
ク
に
、
２
年
生
の
白

迫
君
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
渡
南
小
、

北
小
、
本
渡
中
、
五
和
中
な
ど
、
地
元

の
小
中
学
生
を
対
象
に
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
学
習
支
援
を
紹
介
し
、
教
え
る

楽
し
さ
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
「
天

草
の
子
ど
も
た
ち
は
英
語
の
苦
手
意
識

が
強
い
。
今
後
は
、
天
高
生
が
英
語
等

を
教
え
る
〈
天
草
寺
子
屋
〉
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
述
べ
ま
し
た
。
馬
場
市
長
も
、
「
と
っ

て
も
熱
を
感
じ
る
。
子
ど
も
食
堂
等
も

活
用
し
て
、
自
分
た
ち
で
考
え
た
こ
と

を
積
極
的
に
行
動
し
て
ほ
し
い
」
と
応

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

天
高
生
た
ち
は
、
自
ら
様
々
な
活
動

に
取
り
組
み
仲
間
と
協
働
し
て
解
決
に

動
い
て
い
ま
す
。
本
当
に
魅
力
的
な
子

ど
も
た
ち
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
ら
も
ひ

と
え
に
、
同
窓
生
の
方
々
の
温
か
い
応

援
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
す
。

「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
ゴ
ラ
」
に
は
、

多
く
の
同
窓
生
が
足
を
運
ん
で
下
さ
い

ま
し
た
。
早
稲
田
大
学
院
で
原
子
力
工

学
を
学
ぶ
山
崎
さ
ん
に
も
７
年
ぶ
り
に

再
会
で
き
ま
し
た
。
九
州
大
学
の
ブ
ー

ス
に
は
天
高
を
３
年
前
に
卒
業
し
た
生

徒
が
発
表
者
と
し
て
立
っ
て
お
り
、
改

め
て
天
高
生
た
ち
の
頑
張
り
に
胸
を
熱

く
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
関
東
あ
ま
た
か

会
の
山
中
会
長
は
じ
め
役
員
の
方
々
が

自
ら
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
お
い
し
い

お
弁
当
ま
で
差
し
入
れ
て
く
だ
さ
る
な

ど
、
他
の
ブ
ー
ス
で
は
全
く
見
ら
れ
な

か
っ
た
光
景
で
し
た
。
11
月
13
日
の

天
草
高
校
大
同
窓
会
で
、
「
関
東
あ
ま

た
か
会
の
方
々
の
歓
待
ぶ
り
を
紹
介
し

『
こ
れ
こ
そ
が
天
草
高
校
の
絆
な
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
』
と
挨
拶
し
た
と
こ

ろ
、
万
雷
の
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。
本
当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
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激励に訪れた関東あまたか会の役員と

STI for SDGsアワード表彰式で次世代賞受賞
受賞代表の石原君は、受賞後の一言コメントで、
「これからも研究を継続し、地域に貢献できるよ
うに頑張りたい。」と力強く話していました。

3年ぶりの対面での役員会
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令
和
４
年
10
月
16
日
（
日
）
午
後
３

時
、
オ
ン
ラ
イ
ン
友
好
の
集
い
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
脅
威
は
相
変
わ
ら

ず
で
不
本
意
な
が
ら
２
度
目
の
電
波
を
介

し
て
の
ご
対
面
で
す
。

そ
れ
で
も
10
月
１
日
浅
草
で
オ
ン
ラ

イ
ン
講
習
会
を
開
く
な
ど
、
幹
事
さ
ん
た

ち
の
大
変
な
努
力
の
結
果
、
45
名
の
エ
ン

ト
リ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
２
度
目
と
あ
っ
て
若
干
は

操
作
に
な
れ
ま
し
た
が
、
音
声
が
繋
が
ら

な
く
て
結
局
諦
め
た
り
、
一
人
２
分
間
の

持
ち
時
間
で
は
間
に
合
わ
な
く
て
、
漸
く

出
身
中
学
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
処
で
時
間

切
れ
と
な
っ
た
り
、
早
い
時
間
の
退
出
で

出
番
が
回
っ
て
こ
な
か
っ
た
り
と
残
念
な

こ
と
は
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
２
時
間
の

持
ち
時
間
を
皆
さ
ん
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
も
休
憩
時
間
に
Ｋ
Ｔ
さ
ん(

高
70

の
山
崎
美
里
さ
ん
の
妹)

の
若
い
歌
声
や
、

江
頭
さ
ん
の
懐
か
し
い
フ
ル
ー
ト
の
演
奏

で
気
分
一
新
。
冒
頭
の
校
長
先
生
の
10
分

間
の
熱
の
こ
も
っ
た
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

か
ら
始
ま
っ
て
最
後
の
校
歌
斉
唱
ま
で
恙

な
く
終
了
し
ま
し
た
。

「
松
野
さ
ん
に
会
い
た
か
っ
た
」
と
い

う
人
が
い
ま
し
た
。
「
今
の
彼
に
会
い
た

く
て
」
と
初
め
て
の
参
加
を
決
め
た
そ
う

で
す
。
２
分
間
で
出
身
地
な
ど
よ
り
も

「
今
の
自
分
」
を
紹
介
し
ま
せ
ん
か
？

昨年にも増して、世代間地域間の巾が広がり、初めてお
目にかかる方、懐かしい方に出会い、いろいろな話を聞か
せてもらいました。また、皆様が元気に活躍されているこ
とを伺い知ることも出来ました。長い歴史、広い世界の中
で、天草高校在籍はわずか３年間、極めて僅かな期間です。
天草高校を通して同窓生の皆様の話を聞かせてもらい交流
が出来たこと素晴らしい。しかも、天草にいながら遠く離
れている方と友好の集いができること、夢のようです。交
流の輪がますます広がっていくことを期待します。「見知
らぬ者同士が同じ高校に学んだというたった一つの接点を
拠り所にお互い助け合い、和合し合って、より良い人生を
生きられる場所になれる事を、関東あまたか会は目指して

います」令和４年度新卒歓迎会(事務局次長 高21 馬場 信子)の言葉にあらた
めて感銘を受けました。

関西から参加させて頂きました。オンラインでの集い、
参加者も多く、幅広い年代・地域にわたり、ホストの松野
さん・司会の吉村さんのリードも素晴らしく、デジタル時
代にマッチした有意義で楽しい会でした。ありがとうござ
いました。私は常に、ご縁（５縁：①血縁 ②地縁 ③学
縁 ④社縁 ⑤趣縁）を繋いで同窓会を楽しみたいと思っ
ております。天草で育ち、天草で学び、各地に飛び立った
卒業生が同窓会で交流を深め、ご縁（５縁）を通じて更に
繋がっていければと念じております。私の子供達は関東に
住んでいますので都合をつけて、来年の同窓会にも参加し
たいと思っております。今後とも宜しくお願いいたします。

上京して47年が経ち、初めて「友好
の集い」に参加させて頂きました。い
きなりオンラインでの開催と聞き戸惑
いましたが、今や孫達もこなしている
Zoomだからと思い、初挑戦いたしま
した。ただ事前の準備が分からず、当
日ぶっつけ本番で参加した為、緊張と
焦りで終わってしまった感があります。
後日、会報43号に今回のオンライン総
会の案内記事を見つけ、手順を踏まず
参加してしまった事を反省しておりま
す。今後はしっかり会報に目を通さな

ければと思いました。ただ、オンラインのおかげで47年
ぶりの同級生を始め、先輩後輩の皆様のお話や校歌等をゆっ
くり再生して聞くことができ、終了した後も楽しませて頂
いております。以上です。何かありましたらご連絡頂けれ
ばと思います。

オンラインの総会、友好の集いを通
してたくさんの人と繋がることができ
ました。例年、28回生の参加が少なく、
今回は原田眞司さんと熊本から金子徳
政さんに参加していただき、とても嬉
しかったです。対面でお話しできたら
一番良いのですが、まだコロナは収束
できず、多数の方が対面式同窓会は警
戒していらっしゃるように感じます。
オンラインの良いところは、コロナ禍
を気にせず、遠くにお住まいの方も気
軽に参加できるということです！自己紹

介で出身中学校を聞いた時は、あの頃を思い出して笑みが
こぼれます。次の総会は、オンラインか、対面になるかわ
かりませんが、また、たくさんの方と出会って繋がってい
くと思うと楽しみです。

西田 勝年

(高12）

開
催
報
告

馬
場

信
子(

高
21
）

本島 昭男

(高15）

吉野 睦子

(高27）

江頭 眞喜子

(高28）
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
関
東
あ
ま
た

か
会
総
会
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
失
礼
し
ま
す
。

最
近
の
後
輩
た
ち
は
、
高
校
総
体
で

は
陸
上
で
南
九
州
大
会
へ
進
出
、
吹
奏

楽
部
も
県
内
の
優
秀
な
４
校
に
入
り
県

総
合
文
化
祭
に
出
場
す
る
な
ど
活
躍
し

て
お
り
ま
す
。
進
学
も
九
大
、
熊
大
、

東
京
芸
大
、
国
際
教
養
大
な
ど
合
計
31

名
で
し
た
。
天
草
高
校
は
「
伸
び
る
あ

ま
た
か
生
」
と
言
わ
れ
、
合
格
者
の
割

合
が
40
％
。
公
務
員
試
験
も
防
衛
大
も

好
成
績
で
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
は
２
期
目
の
指
定
を
勝
ち

取
り
、
今
年
は
キ
リ
バ
ス
共
和
国
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
沖
縄
県
立
向
陽
高
校
と
ア
マ
モ
の

共
同
研
究
を
し
、
11
月
に
は
お
台
場
で

熊
本
県
の
高
校
で
唯
一
、
環
境
保
全
の

取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
天

草
市
の
仲
介
で
韓
国
の
忠
清
大
学
と
も

文
化
交
流
を
開
始
。
台
湾
の
大
学
に
進

学
し
た
い
生
徒
も
お
り
ま
す
。

嬉
し
い
話
題
を
一
つ
。
４
人
の
寮
生

が
帰
る
途
中
で
、
あ
る
ご
婦
人
の
異
常

に
気
付
き
、
応
急
処
置
や
救
急
車
を
手

配
す
る
な
ど
し
て
、
翌
日
消
防
署
長
か

ら
お
礼
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
若
者
が
こ
の
天
草
に
育
ち
つ
つ

あ
り
ま
す
。
先
輩
方
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

ビ
デ
オ
レ
タ
ー

天
草
高
等
学
校
校
長

馬
場

純
二(

高
33
）

オンライン形式の総会となりましたが、先輩・後輩方々

のお顔を拝見出来て本当によかったです。皆様の近況報告

や素敵な余興もあり、大変楽しく参加させて頂きました。

特にオンライン参加者の皆さんで校歌を歌う様子は大変感

慨深く、貴重な体験でした。母校を思い出す一方で、関東

あまたか会の一体感を感じました。とても良い取組と感じ

ました。自分の年齢前後の参加者が少なかったのは少し残

念ですが、来年度はいろんなネットワークを使って、いっ

ぱい参加者を集めるように頑張って行きたいと思います。

会報を見られた皆さんも是非参加しましょう！来年は対面

の総会にて、お一人お一人と直接会話が出来る日を楽しみ

にしております！

先日開催された、天草高校総会・友好の集いに参加さ
せて頂きありがとうございました。私自身初参加でしたが、

とても貴重な有意義な時間を過ごすことができました。一
番に思ったのは、天高の先輩方がたくさん関東にいらっしゃ

るということです。就職して１２年、東京に来たときは知
り合いは１人もおらず、とても故郷・天草を強烈に焦がれ
たことを思い出しました。現在は東京消防庁にて日々、訓

練と様々な災害と闘う日々ですが、関東におられる先輩方
に私の活躍が耳に届くよう、故郷・天草の誇りを持って職

務に邁進していこうと思います。これから寒くなり、火災
の多い時期になってまいります。体調管理とともに火気の

取り扱いにも充分にお気をつけください。

今年こそは、と対面での実施を待
ち望んではいましたが、オンライン
にて無事に開催され、今年も参加さ
せていただくことができ、光栄です。
また、高１の妹(ケイティ)まで一緒
に楽しませていただき、感謝してお
ります。皆様の近況を聞いていると、
思わずほっこりする話ばかり。まる
で親戚が集合したかのように楽しい
時間になりました。総会中には、妹
の歌唱動画も流していただき、皆様
に【ひこうき雲(カバー)】【らしく

(オリジナル)】を聞いていただきましたが、いかがでし
たでしょうか？「あまたか会用に動画ば撮るよ？」「え
～、そがん言われたら緊張するやん」と緊張気味に、急
いで撮影したものになってしまいましたが、次回はぜひ
対面の場で、Liveで、楽しんでいただけるようになれば
いいなと思います。

Zoomでの総会に初めて参加し
ました。直接お話ししたことはあ
りませんが学年が被っていた方も
参加されており、少し懐かしいと
感じました。今回参加された方の
中には同じ部活動で活動されてい
た方達もいらっしゃったようでし
た。私自身も当時男子ソフトボー
ル部に所属しており、今回の様な
機会で一緒に汗を流した部員達と
顔を合わせられると楽しいだろう
なと感じました。最近では新型コ

ロナウイルス感染防止の観点から、さまざな行動が制
限され、昔の友達と会って近況報告をする機会はあり
ません。今回の様なZoomでの総会の機会があること
で、自分のやりたいことに向けて頑張っている人の姿
であったり、変わらず元気に過ごされている姿を見れ
るのは日常生活に刺激を与えるものになりました。

山下 敏宏

(高58）

山下 太郎

(高42）

山崎 美里

(高70）

佐佐木 瞭

(高68）
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寮生活で会得したもの

私は、高校３年(昭和36年４月～
39年３月)の間は啓明寮で過ごしま

した。この寮生活で教えられたこ
とは多々ありますが、こんにちで

も社会生活に影響を与えたと思わ
れるものが、２つあります。その

１つは朝礼と掃除です。寮は、起
床と同時に掃除し朝礼という流れ

でした。これは集団ですから必要
な行いだったと思います。しかし、私は、起床になかな
か慣れず、しばらく悩んだことがありました。それでも、

毎日続けることによって解消し、規則正しい生活が出来
るようになったという記憶があります。２つは挨拶です。

寮は集団であっても、個人的な面もあります。ことに、
先輩に対する挨拶や言葉使いがぞんざいであると、後ほ

ど説教と言って、おこごとを喰らうわけです。これを避
けるために、やや遠く離れている段階から挨拶をし、言

葉使いにも気を使うという状態でした。このたった２つ
の規則正しい生活習慣が身に付いたかどうか分かりませ

んが、卒業後における会社勤務や人間関係にそれほどの
苦労もなく、また今日まで勤務できたことは、寮生活に

よって会得したものが大きく影響したと考えています。

体育行事のダイナミックさ

まず、運動会の思い出です。
１年の運動会では、体育時間に、
校外へ出て皆で４～５ｍもある丸
太をたくさん運びました。それは
運動会のスタンドだったのです。
スタンドの上には美術部で作成し
た勇壮な絵が飾られました。また、
３年時には仮装行列があり、私は
10人のクラスメートとバトンガー

ルに扮しました。バトンを回すなんて初めだったので、
隣の南小学校に行って、ブラスバンド部の小学生にバト
ンの回し方を習いました。衣装の上服は、赤いチョッキ
に飾りをつけ、まるで西部劇、下は白いスカートに、靴
は女子の雨靴を白く塗って、白い手袋、頭は花飾りをつ
けた帽子、当日は堂々と行進しました。次の大きな行事
は、毎年勤労感謝の前日のマラソン大会。体育時間は毎
回長距離走、十万山への往復の走り、練習の仕上げは10
㎞走でした。３年間参加しましたが、１度も完走できず、
２年時､25㎞までは休まず走れたのですが、その後は足
が上がらず歩いてのゴールでした。でも約600人中48位
に入りました。天高での生活はスケールの大きな経験と
なりました。

自転車通学から下宿生活へ

高校は大学進学に向けてのステッ

プと覚めていた。実家は五和町の

通詞島で、バス酔いがあることか

ら1時間くらいかけて自転車で通っ

ていた。その頃はまだ二江と通詞

島間の架橋ができておらず渡し舟

を利用していた。夜７時前の最終

便を逃すと迎え便を頼まないとい

けないし、進学コースでの朝の補

習にも間に合わない。部活も望むべくもなかった。その

ため、２年生になる前に、親に頼んで本渡南町に下宿さ

せてもらった。３年生時、ちょっと環境の良い別の下宿

に移り高校生活を終えた。下宿したおかげで進学補習は

もちろん、部活に参加できるようになり、その時できた

親友の下宿で深夜、電熱器で鍋ラーメンを作って食べる

という経験もできた。初めて銭湯にも通い、腰に手をあ

ててコーヒー牛乳をぐい飲みしたのが懐かしい。１時間

以上かけての自転車通学からプチ贅沢な下宿生活に変わ

り、はたして大学受験に役に立ったのかと問われると

「志望校に受かり、思い出も作れたのだから効果絶大で

した」と親に感謝している次第である。

倉田 蕃造

(高16）

中河原 昭夫
(高17）

鶴田 健治

(高25）
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坊主頭の天高時代

天草で高校生になる特権の１つ
に、坊主から長髪へ生まれ変われ
る。思春期の男子にとっては、レ
ベルアップのチャンスが到来する。
男子たちは不慣れな整髪で毛先を
遊ばせつつ、新しいクラスに乗り
込むのである。ところが、私は入
学式の前日、バリカンを入れた。
野球をするからという訳ではなく、

部では長髪がOKであり、とっぽい先輩が多く、茶髪やそ
りが日常であり、モテようという気力が充満していた。
私はハツラツとして球児です！ということなら、坊主は
一目瞭然ですが、そうではないから、たちが悪い。晴れ
舞台である、思春期のステージに上がる事を恐れた。自
意識が突然到来し「髪型でモテよう」という魂胆を探ら
れるのが面倒と感じたのだ。そのため、伝統である体育
大会で巻くハチマキ作成依頼のイベントには参加できず、
出てきた写真が集団の中でハチマキを付けない素の坊主
の私。時は流れ、今年45歳の誕生日に、高校生以来の坊
主頭に戻りました。今度は自分へのこだわりに別れを告
げ、自意識を解放するため、もっと楽に、楽しく生きよ
うと思ったからでした。

部活に明け暮れた天高時代

天草高校を卒業してから早40年、

信じられないスピードで過ぎていき

ました。想い出と言えば部活。学校

に行く目的は部活と言っても過言で

はありません。テニス部に所属し顧

問の林二郎先生のもと真っ黒に日焼

けしながら練習していました。今の

ご時世では考えられないことですが、

試験前の放課後自家用車で室内練習

場のある苓北まで行き練習したり、熊本での試合にも自

家用車で連れて行っていただいたり、先生は休みもなく

熱心に私達を指導して下さいました。本当に感謝しかあ

りません。私は部活が大好きで本当に一生懸命やったの

ですが、勉強はというと・・成績が悪くてもちっとも気

にならない、林先生もこれには頭を抱えていらしたと思

います。先生ごめんなさい。生まれ変わったら今度はしっ

かり勉強しますね。もちろん部活ももっと頑張ります。

大学受験では「これ以上ないくらい褒めておいた」とい

う林先生の推薦状のおかげで体育学部に合格しました。

先生ありがとう。還暦まであと２年、今欲しいものはあ

の頃の疲れ知らずの体力。まだまだ孫と走り回れるよう

元気でいたいです。

大学受験準備と部活

私は、河浦中学校から天草高校
に進学しました。小さな学校出身
だったため、初めは環境の変化に
多くの不安を抱えてました。しか
し、時間と共に環境の変化にも慣
れ多くの仲間と出会い充実した３
年間を過ごせました。特に勉学で
は、１年生の頃から朝課外のため
朝早く登校し、眠気と戦いながら

勉強していたことが印象に残っています。高校３年生に
なると大学進学に向け夕課外も始まり、志望校合格のた
めにクラスメイトと一緒に切磋琢磨しながら勉強してい
たことを思い出します。「天高時代」の１番の思い出は
部活動です。私は剣道部です。日々、少人数の中で稽古
に励んでいました。少人数だったからこそ様々な経験を
することができました。きついこともありましたが、コー
チ、監督、保護者の方々など私たちに関わってくださっ
た様々な人のおかげで貴重な時間を過ごすことができま
した。この経験は、今の自分、そしてこれからの自分の
糧になるものだと今感じています。様々な経験をするこ
とができた高校3年間、この思い出を胸に今後、成長し
て行けたらと思っています。

舎川 恵子

(高35）

田川 貴教

(高71）

横山 龍太

(高42）



（
前
号
か
ら

の
続
き
最
終
章
）

鎌
倉
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に

「
東
日
本
大
震

災
の
避
難
者
の
人
は
市
役
所
の
方
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
」
と
あ
っ
た
の
で
、
災
害
支

援
課
へ
連
絡
。
直
ち
に
※
見
舞
金
十
万
円

※
暮
れ
に
正
月
準
備
金
と
し
て
五
万
円

※
生
活
費
補
助
金
と
し
て
月
額
三
万
円

を
１
年
間

※
年
1
回
の
一
泊
旅
行

（
箱
根
・
伊
豆
・
熱
海
）
へ
2
年
間
招

待

※
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
紹
介
、
等
が

通
知
さ
れ
た
。
ま
た
鎌
倉
市
の
宗
教
団
体

が
中
心
に
な
り
、
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
か
ら
も
物
心
と
も
に
厚
い
支
援
を
頂

い
た
。
中
で
も
「
未
来
連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
月
に
２
度
、
西
鎌
倉
の
西
ヶ
谷
住

宅
（
元
の
雇
用
促
進
住
宅
）
の
集
会
所
で

交
流
会
を
開
い
て
く
れ
た
。

当
時
鎌
倉
市
に
は
岩
手
、
宮
城
、
福
島

か
ら
の
避
難
者
が
１
８
０
数
名
、
慣
れ
な

い
土
地
で
悲
し
み
と
溜
息
の
不
安
な
日
々

を
送
っ
て
い
た
。
交
流
会
で
は
美
味
し
い

昼
食
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達
や
同
郷

の
人
達
と
の
懐
か
し
い
話
に
随
分
と
癒
さ

れ
た
。
暮
れ
に
は
お
節
料
理
に
お
餅
つ
き

な
ど
盛
り
沢
山
の
お
も
て
な
し
。
「
私
達

の
町
へ
是
非
に
、
と
ご
招
待
で
き
な
い
の

は
悲
し
い
ね
」
と
い
つ
も
話
し
て
い
た
も

の
だ
っ
た
。

当
時
私
は
浪
江
町
で
民
生
委
員
を
し
て

い
た
が
、
担
当
地
区
の
人
々
も
全
国
に
避

難
し
て
い
て
、
安
否
の
確
認
も
取
れ
な
か
っ

た
。
私
自
身
の
生
活
が
落
ち
着
く
と
、
担

当
地
区
の
人
々
の
安
否
が
案
じ
ら
れ
た
。

浪
江
町
の
福
祉
課
へ
連
絡
を
入
れ
、
同
時

に
鎌
倉
市
役
所
を
訪
れ
、
当
地
に
避
難
し

て
来
て
い
る
浪
江
町
民
へ
の
民
生
委
員
活

動
を
さ
せ
て
ほ
し
い
、
と
お
願
い
し
た
。

鎌
倉
市
か
ら
神
奈
川
県
庁
や
福
島
県
庁

へ
、
そ
し
て
浪
江
町
と
連
絡
が
回
り
、
許

可
が
下
り
た
の
は
３
カ
月
後
だ
っ
た
。
浪

江
町
か
ら
当
地
へ
の
住
所
録
も
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
な
ど
で
時
間
が
掛
か
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
皆
さ
ん
か
ら
健
康
状
態
、

住
居
ほ
か
生
活
の
悩
み
、
福
島
県
や
浪
江

町
へ
対
し
て
の
要
望
な
ど
を
聞
き
取
り
、

話
し
相
手
と
な
る
よ
う
努
め
た
。
同
じ
避

難
の
苦
労
を
共
有
し
た
空
気
を
感
じ
ら
れ

る
と
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
貰
え
た
。
二
本
松

市
で
も
、
２
カ
月
に
１
回
の
定
例
会
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
県
内
外
で
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
状
況
の
現
状
も

学
ん
で
、
令
和
元
年
11
月
末
日
退
任
し
た
。

一
方
で
同
じ
く
浪
江
で
、
年
齢
60
か
ら

80
歳
代
の
任
意
団
体
「
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
」

の
事
務
局
も
担
当
し
て
い
た
の
で
、
会
員

か
ら
仲
間
の
安
否
確
認
と
再
会
の
場
を
設

け
て
欲
し
い
と
の
要
請
を
受
け
た
が
、
や

は
り
立
ち
は
だ
か
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
壁
。

折
も
折
、
自
分
へ
の
浪
江
町
宛
郵
便
物
が

転
送
さ
れ
て
き
た
の
を
見
て
、
早
速
会
員

の
元
の
住
所
へ
葉
書
を
送
り
、
35
人
ほ
ぼ

全
員
の
安
否
確
認
と
現
住
所
が
取
れ
た
。

そ
し
て
全
員
が
お
互
い
を
気
遣
っ
て
お
り
、

再
会
を
希
望
し
て
い
た
の
で
、
体
調
が
悪

い
会
長
の
代
わ
り
に
副
会
長
と
再
会
の
場

を
企
画
。
二
本
松
市
の
岳
温
泉
に
て
３
月

下
旬
に
予
定
し
て
い
た
総
会
も
兼
ね
て
１

泊
２
日
の
顔
合
わ
せ
会
を
持
っ
た
。
み
ん

な
で
肩
を
た
た
き
合
い
、
無
事
を
確
認
し

再
会
を
喜
ん
だ
。
そ
の
後
も
年
に
一
度
の

交
流
会
を
行
っ
た
が
、
高
齢
化
が
進
み
、

会
長
始
め
逝
い
た
会
員
が
数
名
を
数
え
た

の
を
機
に
５
年
後
解
散
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。鎌

倉
で
も
だ
ん
だ
ん
と
交
流
の
輪
が
広

が
り
、
市
内
の
幼
稚
園
の
保
護
者
会
や
小

学
校
か
ら
依
頼
を
受
け
、
東
日
本
大
震
災

の
講
演
を
さ
せ
て
貰
っ
た
。
ま
た
横
浜
市

の
金
井
高
校
で
は
、
学
園
祭
の
テ
ー
マ
が

「
東
日
本
大
震
災
」
で
そ
こ
で
も
２
年
間

講
演
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
講
演
で
は
現
状

と
、
岩
城
高
校
や
双
葉
高
校
の
生
徒
で
あ

る
知
人
の
お
子
さ
ん
達
に
震
災
時
か
ら
の

避
難
、
現
況
等
を
記
録
し
て
貰
い
、
同
じ

高
校
生
の
言
葉
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

会
場
で
は
「
な
み
え
焼
き
そ
ば
」
を
生
徒

会
と
一
緒
に
作
っ
て
販
売
し
、
多
大
な
支

援
を
頂
い
た
。
支
援
頂
い
た
西
ヶ
谷
住
宅

の
方
も
そ
ろ
そ
ろ
自
分
達
の
力
で
と
、
困
っ

た
と
き
に
は
い
つ
で
も
全
面
支
援
す
る
と

の
約
束
を
頂
き
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
気

持
ち
を
こ
め
て
、
浪
江
名
物
「
な
み
え
焼

き
そ
ば
」
と
東
北
独
特
の
「
芋
煮
汁
」
を

作
り
、
お
礼
の
会
と
し
た
。

そ
の
後
私
達
は
故
郷
の
支
援
を
す
る
た

め
「
東
北
支
援
・
鎌
倉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
、
西
ヶ
谷
住
宅
の
集
会
所
を

借
り
て
毎
月
交
流
会
を
開
い
た
。
殆
ど
は

女
性
だ
が
和
布
細
工
で
ト
ン
ボ
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
、
吊
り
雛
、
小
物
を
作
り
、
一
品
料
理

を
持
ち
寄
っ
て
は
交
流
し
て
い
た
。
海
浜

公
園
で
行
わ
れ
る
毎
年
恒
例
の
”
鎌
ん
ど

市
場
”
で
は
「
な
み
え
焼
き
そ
ば
」
の
売

り
上
げ
で
活
動
資
金
を
作
り
、
家
族
も
一

緒
の
温
泉
旅
行
等
、
被
災
者
同
士
の
絆
を

繋
げ
た
。
そ
の
後
、
仲
間
も
次
々
と
福
島

県
や
他
地
域
へ
と
移
り
、
こ
の
活
動
も
続

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
今
で
も
１
年
に

１
度
OB
会
と
し
て
一
泊
の
交
流
会
を
持
っ

て
い
る
。

特
に
未
来
連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
さ
ん
は
、

会
員
に
よ
る
街
頭
募
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
資
金
を
作
り
、
翌
年

の
３
月
か
ら
毎
年
被
災
市
町
村
の
人
達
を
、

バ
ス
代
と
臨
済
宗
・
建
長
寺
へ
の
宿
泊
代

無
料
で
招
待
し
て
下
さ
っ
て
い
る
。
最
初

の
招
待
は
浪
江
町
の
子
供
と
家
族
だ
っ
た
。

放
射
能
汚
染
が
懸
念
さ
れ
る
福
島
で
は
外

遊
び
が
で
き
な
か
っ
た
子
供
達
が
、
久
し

振
り
に
満
開
の
桜
の
下
、
両
手
を
広
げ
て

走
り
ま
わ
る
姿
に
、
保
護
者
達
は
「
子
供

達
の
大
き
な
笑
い
声
を
久
し
ぶ
り
に
聞
い

た
」
と
涙
ぐ
ん
で
い
た
そ
う
だ
。
こ
の
支

援
は
長
き
に
わ
た
り
現
在
も
継
続
し
て
頂

い
て
い
る
。

５
年
前
「
か
な
が
わ
避
難
者
と
と
も
に

あ
ゆ
む
会
」
「
か
な
が
わ
東
北
ふ
る
さ
と
・

つ
な
ぐ
会
」
の
存
在
を
知
り
、
そ
こ
で
避

難
者
、
支
援
者
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
て

毎
月
の
交
流
会
や
、
あ
ゆ
む
会
の
事
業
、

バ
ス
旅
行
、
散
歩
カ
フ
ェ
等
に
も
ご
支
援

頂
い
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た

り
し
て
繋
が
り
の
輪
も
広
が
っ
て
行
っ
た
。

そ
の
繋
が
り
で
「
広
域
避
難
者
支
援
連
合

会in

東
京
」
へ
参
加
、
更
に
「
福
島
県

人
浜
通
り
会
」
へ
も
お
誘
い
頂
き
、
楽
し

い
時
間
も
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
10
年
間
を
振
り
返
っ
て

穏
や
か
な
生
活
を
奪
わ
れ
た
人
。
夢
や

希
望
を
打
ち
砕
か
れ
た
人
。
人
生
の
指
針

を
曲
げ
ら
れ
た
人
。
多
種
多
様
な
傷
跡
を

残
さ
れ
た
被
災
者
の
心
は
重
い
。
岩
手
・

宮
城
の
津
波
被
害
は
直
ち
に
自
衛
隊
や
、

国
内
外
を
問
わ
ぬ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

復
興
活
動
が
行
わ
れ
た
が
、
福
島
県
の
双

葉
地
区
は
セ
シ
ウ
ム
等
の
放
射
能
に
よ
り
、

現
地
に
入
る
の
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
で
、

ハ
ー
ド
面
は
進
ん
で
い
て
も
、
ソ
フ
ト
面

は
遅
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
も
そ
も
そ

も
重
要
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
県
外
避

難
者
に
対
し
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
所

も
な
い
。
県
内
な
ら
福
島
市
、
郡
山
市
、

い
わ
き
市
に
あ
る
の
だ
が
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
時
折
我
々
を
訪
ね
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
で

顔
を
合
わ
せ
る
と
元
気
を
く
れ
た
支
援
員

さ
ん
ま
で
年
々
減
員
と
な
り
、
新
年
度
か

ら
は
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
と
不
安
に
な
る
の

だ
。夫

は
避
難
生
活
の
中
、
帰
町
も
叶
わ
ず

平
成
30
年
１
月
６
日
鎌
倉
に
て
逝
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
か
ら
の

年
数
73
年
２
３
２
日
、
後
３
日
で
結
婚
し

て
か
ら
50
年
、
金
婚
式
だ
と
云
う
の
に
。

令
和
３
年
２
月

記
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２
０
１
１
年
に

あ
の
東
日
本
大
震

災
が
な
か
っ
た
ら
、

間
違
い
な
く
会
社

退
職
後
は
主
人
の

故
郷
、
宮
城
県
松
島
に
居
住
し
て
い
た
で

し
ょ
う
。
し
か
し
あ
の
震
災
で
主
人
の
実

家
は
全
壊
、
姪
の
家
は
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
た
ち
が
訪
れ
た
時
も
毎
回
震

度
５
強
の
揺
れ
が
続
き
、
私
た
ち
は
主
人

の
決
断
で
天
草
に
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

40
数
年
ぶ
り
の
天
草
生
活
で
は
、
ま
る
で

浦
島
太
郎
の
よ
う
に
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
環
境
に
暫
く
は
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で

し
た
。

や
が
て
会
社
で
培
っ
た
英
語
力
を
活
か

そ
う
と
Ｅ
Ｃ
Ｃ
塾
を
始
め
ま
し
た
。
生
徒

に
教
え
る
段
階
で
何
が
一
番
大
変
か
と
い

う
と
、
教
材
が
東
京
中
心
に
作
成
さ
れ
て

い
る
為
に
、
天
草
で
は
な
じ
み
の
な
い
こ

と
ば
か
り
が
出
て
く
る
こ
と
で
す
。
例
え

ば
「
こ
の
設
備
は
東
京
ド
ー
ム
何
個
分
」

と
説
明
が
あ
っ
て
も
、
天
草
の
生
徒
に
は

想
像
が
で
き
な
い
の
で
す
。
ま
た
、
地
下

鉄
や
電
車
、
飛
行
機
な
ど
一
度
も
乗
っ
た

こ
と
が
な
い
子
供
が
多
く
、
単
語
が
覚
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー

ク
、
動
物
園
、
デ
パ
ー
ト
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
も
ま
た
し
か
り
。
一
度
「
東
京
っ

て
何
県
？
」
と
聞
か
れ
た
時
は
ひ
っ
く
り

返
り
ま
し
た
！
そ
ん
な
苦
労
が
あ
っ
て
も

毎
日
子
供
た
ち
の
成
長
は
楽
し
み
で
す
。

ま
た
趣
味
と
し
て
風
景
画
を
撮
っ
て
お

り
ま
す
が
、
東
京
在
住
中
は
飛
行
機
で
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
そ
し
て
車
で
東
北
、

信
州
と
、
10
年
く
ら
い
は
日
本
全
国
の
撮

影
を
楽
し
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
天
草
は

絵
に
な
る
積
雪
も
、
紅
葉
も
渓
谷
も
霧
も

大
き
な
滝
も
無
い
。
風
景
写
真
を
ど
う
や
っ

て
纏
め
よ
う
か
と
四
苦
八
苦
で
す
。

そ
ん
な
中
で
、
コ
ロ
ナ
前
は
毎
年
上
京

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
天
草
に
帰
っ

て
く
る
と
ほ
っ
と
し
て
い
る
自
分
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
毎
日
色
合
い
が
変
わ
る

海
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
お
茶
の

時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と
の
優
雅
さ
に
、
今

は
し
み
じ
み
と
幸
せ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

も
し
天
草
で
は
な
く
東
北
に
移
住
し
て

い
た
ら
、
天
草
で
再
会
し
て
仲
良
く
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
天
草
高
校
時
代
の
同

級
生
た
ち
と
会
う
こ
と
も
な
か
っ
た
の
だ

な
ー
と
、
こ
ち
ら
に
帰
れ
た
こ
と
を
、
そ

し
て
旧
交
を
温
め
ら
れ
る
こ
と
に
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。

概
要
山
田
清

私
達
12
回
生
は
、

昭
和
35
年
３
月
に

天
草
高
校
を
４
０

４
名
が
卒
業
し
ま

し
た
。
同
窓
生
は
日
頃
、
会
の
名
前
を
通

称
天
高
３
５
会
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

３
５
会
の
同
窓
会
は
、
平
成
27
年
5
月

20
日
天
草
で
開
催
さ
れ
、
前
回
は
、
関
西

在
住
の
３
５
会
の
皆
さ
ん
の
ご
手
配
で
平

成
30
年
11
月
21
日
会
場
を
京
都
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
傘
寿
同
窓
会
は
関
東
で
と
声
が
上

り
、
東
京
で
の
開
催
が
内
定
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
1
年
半
前
は
コ
ロ
ナ
感
染

が
流
行
し
て
お
り
、
関
東
あ
ま
た
か
35
会

世
話
人
会
で
延
期
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
令
和
４
年
10
月
12
日
（
水
）

と
定
め
、
会
場
は
東
京
都
大
手
町
の
Ｋ
Ｋ

Ｒ
ホ
テ
ル
に
決
ま
り
ま
し
た
。

天
草
、
熊
本
、
九
州
に
地
区
責
任
者
、

関
西
責
任
者
、
中
京
責
任
者
、
関
東
責
任

者
と
分
担
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
も
快
晴
で
航
空
機
・
新
幹

線
の
運
行
も
順
調
で
し
た
。
遠
く
は
仙
台
、

天
草
か
ら
27
名
が
集
合
し
て
の
傘
寿
同
窓

会
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
も
1
次
会
・

2
次
会
共
々
盛
会
で
終
了
し
ま
し
た
。

傘
寿
同
窓
会
を
無
事
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

感
想岩

崎

定
義

傘
寿
ま
で
の
生

存
者
は
77

％
、

参
加
率
は
生
存
者

の
約
10
％
。
高
齢
で
の
同
窓
会
は
感
動
あ

り
ハ
プ
ニ
ン
グ
あ
り
で
し
た
。

ど
の
年
代
で
あ
れ
同
窓
会
は
最
高
の
楽

し
み
。
楽
し
い
歓
談
の
一
方
で
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
半
端
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大

病
を
克
服
し
て
着
物
ま
で
持
参
し
て
宴
会

で
舞
っ
て
く
れ
た
人
。
ま
た
、
参
加
し
た

い
が
、
体
調
不
良
で
叶
わ
な
い
、
雰
囲
気

で
も
味
わ
い
た
い
と
申
し
で
た
人
。
こ
の

人
に
は
宴
会
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
ラ
イ
ン

に
て
動
画
を
配
信
し
ま
し
た
。

因
み
に
12
回
生
で
は
現
在
21
名
の
グ
ル
ー

プ
で
毎
日
ト
ー
ク
が
飛
び
交
い
今
は
楽
し

み
の
日
課
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
プ
ニ
ン
グ

の
事
例
と
し
て
、
①
案
内
状
が
届
い
て
い

な
い
人
が
参
加
者
リ
ス
ト
に

②
式
次
第

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
案
内
と
配
布
文
書
で

順
番
と
内
容
が
異
な
る

③
生
存
者
が
物

故
者
の
名
簿
に
3
人
も
登
場

④
料
理

と
料
金
の
ア
ン
マ
ッ
チ
実
感
で
2
～
3

倍
高

⑤
集
合
写
真
は
Ｌ
版
、
視
力
が
衰

え
た
シ
ニ
ア
は
ル
ー
ペ
が
必
要
な
写
真
。

宴
会
に
花
を
添
え
て
く
れ
た
の
は
後
輩
。

司
会
者
は
18
回
生
の
Ｈ
さ
ん
に
お
願
い

し
円
滑
に
進
み
ま
し
た
。
後
輩
の
サ
ポ
ー

ト
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

参
加
者
は
九
州
、
中
京
、
地
元
関
東
か

ら
参
集
し
て
の
最
後
の
同
窓
会
。
懐
か
し

い
友
と
歓
談
し
想
い
出
に
残
る
宴
会
ハ
プ

ニ
ン
グ
は
、
シ
ニ
ア
特
有
の
技
な
の
か
と

感
動
と
不
安
感
が
混
在
し
た
同
窓
会
で
し

た
。
同
窓
会
を
顧
み
て
、
傘
寿
の
社
会
活

動
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
が
必
要
な
年
齢
だ
な
ー

と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
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牛深港は、天然の良港として、

江戸時代に帆船の風待ち港、時化待

ち港として繁盛した。寄港した船乗

りをもてなすために歌い踊られたの

が「牛深ハイヤ節」です。寄港した

船乗りによって、港から港へ日本全

国津々浦々に伝わり、日本に40以

上あるといわれるハイヤ系民謡の元

歌とされています。「ハイヤ」とは、

もともと南風のことを「ハエの風」

と呼んでいたものが牛深地方で訛っ

たものとされています。あの有名な

「阿波おどり」や「佐渡おけさ」の

ルーツも「牛深ハイヤ」だといわれ

ています。

「東京牛深ハイヤの会」は、発足

して10年を過ぎました。東京ドー

ムで開催される「日本ふるさと祭り」

をはじめ関東各地で行われるイベン

トに参加してまいりました。2020

年のコロナ感染が始まってから2年

間はほとんど活動できないような状

態でした。

2022年になって、やっと出演で

きるようになり、2022年は、①5

月8日(水) 千葉県安房郡鋸南町勝山

港で行われたキングレコード所属、

なでしこ姉妹の新曲「ハイヤが聞こ

える港町」のDVD作成に協力し、

②7月24日（日）、30日(土)「食

と祭りの殿堂 浅草横町」に出演し、

③11月14日(月)「熊本県人会」な

どに出演しました。

2023年からは、1月15日（日）

～17日（火）「第13回ふるさと祭

りin東京2023」を皮切りに各種イ

ベントに出演します。

興味のある方は、是非「東京牛深

ハイヤの会」に入会していただき、

ご一緒に「牛深ハイヤ節」を踊り、

天草を宣伝しましょう。

昨年、会長を山下敏宏（高58）

さんに引き継いでいただきました。

私は定年後、暇つぶしとして水泳を始

めました。一日２km、週に２～３回プー

ルに行っています。以前、「ドーバーバ

バァ」という映画があることを知りまし

た。家庭で介護等色々問題を抱えた６０

代女性が、６人でドーバー海峡を泳ぎ切

るというドキュメントです。「すごいなぁ、

私もやろう！」日本列島３０００kmを

泳いで縦断したら面白いと思いつきまし

た。５０mを一分くらいで泳ぎ、休みを

含め、一時間くらいで２kmとなります。

帰宅したら一時間ほど昼寝をしてしまい

ます。北海道をスタートして１１年目、

今大阪を過ぎた頃だと思いますが、歳も

取ってくるし、なかなか大変です。

私は天草五和町内野で生まれました。

前には内野川、向かいには円教寺があり、

田んぼに水を引くための堤防があって、

良いプールになっていました。メジロ・

松茸取り、時々スイカ失敬等、遊びは山

ほどありましたが、夏休みの水泳ほど面

白く解放感を感じたことはなく、一日中

水の中で遊んでいたものです。その後４

０年以上中断していましたが、子供の頃

の遊びの体験は身体に染み込んでおり、

すぐに思い出します。本当に大切なこと

だと思います。

日本列島縦

断を達成でき

るまで、あと

５年くらいか

かります。皆

さまもお元気

でお過ごしく

ださい。

私の趣味は川柳です。今までどんな趣

味や習い事でも、3年もすると恋が冷め

気が付けば次の恋に走っていたものです。

今度は続いているねと夫に言われていま

す。柳歴は20年近くになりますが、さ

ぼってばかりでちっとも上達していませ

ん。その間、車椅子の母を天草から茨城

に連れてきて看取るまでの介護、娘達の

結婚出産の手伝い等しばらくお休みする

事が何度もありましたが、退会はしませ

んでした。

川柳は非常にオープンな会でどなたが

来られてもウエルカムです。そのためか

句会をいくつも掛け持ちされる方がほと

んどです。また、川柳は明るく前向きな

句が選ばれる傾向にあり、そういう発想

が人生を前向きに笑い飛ばして乗り切ろ

うという気にさせます。５・７・５の

17文字に自分の想いを第3者にわかる

ように伝えるのは思った以上に頭を使い

ます。

私が川柳を始めたきっかけは2回の脳

手術です。退院後中々体調が戻らず仕事

を辞めることも考えたのですが、主治医

から強く復帰を勧められました。恐る恐

る仕事に戻ったものの会話の中で脳の引

き出しから気に入った言葉が出てこず、

イライラが続いていました。

そこで言葉の脳トレの場として飛び込

んだのが川柳でした。季語を覚える必要

もなく簡単そうに思えたのですが、奥の

深い趣味でした。

今は仕事を

辞めたら行き

たい柳社に出

かけ、仲間と

全国の大会に

参加したり、

通信教育等を

受けたりする

事を楽しみに

しています。

定年後始めた水泳
宮崎 弘通（高17）

言葉の脳トレ川柳
荒川 さなえ（高25）

東京牛深ハイヤの会
下川 洋子（高15）

第11回日本ふるさと祭りin東京2019

川柳の会にて

松戸市市民水泳大会賞状
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Ｂ
Ｍ
Ｗ
ジ
ャ
パ
ン

ベ
ル
コ
モ
ン
ズ

東
急
ス
ト
ア

交
番

み
ず
ほ
銀
行

き
の
く
に
や

ひごの屋
青山本店

ひごの屋
表参道店 ひごの屋

外苑前店

あまたか
同窓生のお店

青山本店 表参道店 外苑前店

「ひごの屋」の紹介
・高11回生長谷場亮祐さんが会長を務めるお店

・創業から55年が過ぎ、表参道の老舗の焼き鳥店

・表参道に青山本店・表参道店・外苑前店の3店舗

・平田俊清第8代関東あまたか会会長時代の役員会

は、毎回表参道店にて開催し、会議終了後、美味

しい焼き鳥をつまみに懇談会を楽しんだお店

・洗練されたオシャレな街で知られる表参道で「焼

き鳥デートするならココ！女性が喜ぶ人気店7選」

に選ばれるほど、大人のデートにピッタリなお店

として紹介されている

・焼き鳥の鶏は、岩手県二戸郡の専用養鶏場の地鶏

を毎朝冷凍せず直送。

人気のあるメニュー

焼き鳥盛り合わせ

炭火焼でジューシーで
柔らかく香りいい

1日5食限定レバトロ

丁寧に加熱したレバー、
ふわふわととろける食感

ささみのとろポン酢

しっとりフワフワのとり
ささみに玉ねぎとネギ

ぼうぼう焼

き(鶏ももの

炭火焼)

柔らかくジュー
シーなお肉
と炭の香り

とりめし雑

炊「白」

長時間煮込
んだ鶏スー
プたっぷり
の雑炊

青山本店（☎03-3406-1766）
東京都港区北青山3-12-7カプリーズ青山２Ｆ
地下鉄千代田線・銀座線・半蔵門線表参道駅B2・B1出口徒歩2分

表参道店（☎03-3423-4461)
東京都港区南青山3-18-17 エイジービル Ｂ１Ｆ
東京メトロ銀座線・千代田線・半蔵門線【表参道駅】徒歩１分
※地下通路Ａ４地上口すぐ

外苑前店（☎03-3403-3079)
東京都港区南青山2-27-28グラン青山２F
東京メトロ銀座線【外苑前駅】徒歩２分
青山通りとスタジアム通りの交差点

アクセス
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熊本県富岡ビジターセンター・リニューアルオープン
西田 勝年(高12）

「エコプロ2022」に参加

科学部アマモ班は、(一社)サステナブル経営推

進機構及び日本経済新聞社主催の「エコプロ20

22」に参加しました。会場は、日本最大展示場

「東京ビックサイト」で12月7日～9日の間開催

されました。

今回は「STI for SDGs」アワードの次世代賞

を受賞した研究を発表しました。

発表はＪＳＴ（国立研究開発法人 科学技術

振興機構）のブース内で行いました。

校外学習の小中学

生や企業の大人の方々

などが来場され、多

くの方々にアマモ班

の研究を発表できま

した。65,000名来場。

11月のサイエン

スアゴラに続いて2度目の東京での発表になりま

した。

エコプロ2022の看板前にて

本渡中学校から天草高校に入学し、この

4月から青山学院大学経済学部現代経済デ

ザイン学科に入学することになりました角中結理です。

天草高校ではサッカー部に所属し、主にサイドバックを

務めました。最後の高校総体では強豪校との対戦で、負け

てしまったものの悔いのない試合ができたことは、良い思

い出になりました。

委員会では、ボランティア委員長として募金活動や清掃

を行ったほか、天草市のボランティア

トークイベントで市長とディスカッショ

ンもしました。「総合的な探求の時間」

という授業では、天草の海洋ゴミ削減

の方法について研究しました。天草で

高校生活を送ったことで、生まれ育った地域のことを詳し

く知ることが出来ました。

私が青山学院大学経済学部への志望したのは、高校の学

習で、地域経済の活性化に関心を持ったことがきっかけで

す。地域経済を豊かにするための政策や取組を、もっと学

ぶことが必要だと感じました。大学で、地方分権と企業誘

致についての知識を深めたいと考えています。

将来は、地域に根ざした商品のプロデュースや開発、販

売にかかわることが夢です。全国の人に受け入られるよう

な商品を、地域と連携しながら開発し、地域経済活性化と

いう形で社会の役に立ちたいと考えています。

初めての東京生活、初めての１人暮らしには不安もあり

ますが、同窓生の先輩方がたくさんいらっしゃると思うと、

心強く感じます。これからどうぞよろしくお願いいたしま

す。

夢を見つけた天高3年

天草高校 ３年 角中 結理

天草便り

天

草

高

校

便

り

熊本県富岡ビジターセンターは、平成17年４月に富岡城

跡にオープンし、雲仙天草国立公園の紹介、天草地域の魅

力ある自然景観・歴史・文化・環境などについて情報を発

信しています。令和４年９月17日にはリニューアルオープ

ンし、新しくなりました。

最大の見どころは、3面スクリーンで天草の海中世界を

体感できる「天草パノラマダイブ」です。天草を囲む東シ

ナ海・有明海・八代海それぞれの特徴を水中カメラの映像

とともに紹介しています。ほか、タッチパネルでの簡単な

操作で、日本の国立公園や世界の国立公園を映像で見るこ

とができます。また、映像で富岡半島の植物や天草の海の

生き物が学べます。天草の自然が一目でわかるパネルなど、

見どころたくさんです。

富岡ビジターセンターは、富岡城の本丸跡に位置してお

り、外観はかつて実在した本丸多聞櫓をモデルにしていま

す。リニューアルオープンに合わせ私も見学してきました。

当日は、北海道や仙台市の方が見えていました。全国各地

からの見学者も多いと聞きます。

天草に帰られたときは、富岡ビジターセンターを見学さ

れ富岡城跡を散策されたら如何でしょうか。

天草パノラマタイプ 国立公園の映像 植物や海の生き物 富岡錠

【科学部】優秀賞受賞！
くまもとＳＤＧｓアワード
（ＳＤＧｓ未来づくり部門）

12月23日、科学部アマモ班が くまもとＳＤ

ＧｓアワードのＳＤＧｓ未来づくり部門で優秀賞

を受賞しました。熊本日日新聞社の本社で行われ

た表彰式では、蒲島知事など多くの方々の見守る

中で、研究発表を行いました。

今後は天草ブルーカーボンニュートラル達成の

ためにデータを積み重ねていき、具体的な行動策

定に努めていきます。 （天高HPから抜粋）
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編

集

後

記

吉
村

い
つ
み
（
高
25
）

「
浮
世
の
こ
と
は
忘
れ
て
、
少
年
時

代
の
思
い
出
に
浸
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
始
ま
る
文
章
は
、
同
級
生
が

同
人
誌
に
寄
せ
た
も
の
で
す
。
彼
は
、

川
遊
び
、
稲
刈
り
後
の
田
ん
ぼ
で
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
早
期
の
稲
刈
り
、
高
校

２
年
の
時
に
行
っ
た
南
九
州
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
と
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る

そ
う
で
す
。
特
に
キ
ャ
ン
プ
道
具
を
自

転
車
に
乗
せ
て
の
10
日
間
の
旅
は
大
冒

険
で
あ
っ
た
と
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
東

京
に
出
て
き
て
か
ら
の
記
憶
が
な
い
の

で
す
と
結
び
ま
す
。
そ
し
て
、
「
私
は

い
ま
だ
に
少
年
時
代
の
思
い
出
で
生
き

て
い
る
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

皆
様
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
同
じ

よ
う
な
記
憶
や
体
験
を
な
さ
っ
た
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。
天
草
の
自
然
と

人
々
は
、
丈
夫
な
身
体
と
し
な
や
か
な

心
を
育
て
る
の
で
し
ょ
う
か
？
「
私
の

天
高
時
代
」
で
は
、
皆
様
の
思
い
出
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
き
る
糧

（
少
し
大
げ
さ
で
す
が
）
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

上
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
ざ
い
ま

す
が
、
ご
覧
に
な
ら
れ
な
い
方
も
お
ら

れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
し
ば
ら
く
紙
媒
体

の
時
代
は
続
き
そ
う
で
す
。
引
き
続
き

ご
愛
読
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

訃
報
の
お
知
ら
せ

こ
の
１
年
間
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

(

前
号
未
記
載
）

高
９

五
嶋

戌

様

（
令
和
４
年
３
月
）

高
20

永
野

裕
司

様

（
令
和
３
年
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

会報第45号の寄稿文等のお願い

会報45号では、下記の寄稿文を募集しております。

皆様、是非振るってご参加ください。

⓵ 私の健康法：文字数390字 顔写真

② コロナ禍3年を振り返って：

文字数390字 顔写真

③ 私の天高時代：文字数460字 顔写真

④ 私の楽しみ、ボランティア、趣味：

文字数650字 題名に関する写真1枚

⑤ 日頃思っていること、旅行記、随筆など

文字数600字 顔写真、題名に関する写真1枚

寄稿文のお送付先は、事務局長吉村いつみ宛にお願

い致します。

〒353-0004 埼玉県志木市本町5-17-5-606

E-mail:kimicchan135@gmail.com

℡＆fax:048-476-5853 携帯：090-8000-1722

ホームページ・リニューアルのお知らせ

この度、関東あまたか会のホームページを新しくし

ましたので、ご覧下さい。昨年7月に役員会でホーム

ページを新しくする提案が上がり、ホームページ・リ

ニューアル委員会を立ち上げて議論を重ね、12月に完

成しました。シンプルですっきりしたデザインにし、

色は天高カラーの紫を使いました。天草フォトライブ

ラリーのページを新設しました。新らしいホームペー

ジは、制作ソフトをワードプレス（WordPress）に変

更しました。それにより、誰もソフトを購入する必要

がなく、複数の人がページの作成・更新に関わること

ができるようになりました。

旧ホームページは年末まで維持します。しかし、内

容は更新されません。Googleなどで「関東あまたか会」

と検索すると、旧ホームページが表示されます。旧ホー

ムページのトップ記事に「新しいホームページが完成

しました。リンクはこちら」と記載されています。こ

こをクリックすると新しいホームページへリンクしま

す。

新らしいホームページのURLとQRコードは、下記の

とおりです。

URL:https://kantouamataka.com

ホームページ・リニューアル委員会

委員長 松野 明久（高27）

令和５年度年会費等の払い込みのお願い

お陰様で、会は堅実かつ順調に運営されています。

令和４年度会計決算は11ページに記載のとおりです。

令和５年度年会費及び寄附金納入は、同封のゆうちょ

銀行の払込取扱票をご使用ください。振込手数料は

会で負担しますので、会員の皆様は無料です。但し、

現金での振り込みには110円の手数料がかかります

のでご注意ください。払込取扱票には、お手数です

が住所・氏名を記載してください。

振替口座は下記のとおりです
１ ゆうちょ銀行から振り込む場合

・口座記号番号：00180-6-487424

・口座名義：関東あまたか会

２．他の銀行から振り込む場合

・銀行名：ゆうちょ銀行

・口座名義：関東あまたか会

・店名（店番）：〇一九（ゼロイチキュウ）店

（019）

・預金種目：当座

・口座番号：0487424

令和５年度総会・友好の集いのご案内

コロナ禍のために令和２年度から４年度までの３

年間は対面での開催はできませんでした。令和５年

度は、対面で「総会・友好の集い」を下記のとおり

開催しますので是非ご予定に入れて下さい。

１ 日時：令和５年10月22日(日)12:00～15:00、

２ 場所：スクワール麹町（☎03-3234-8739)

JR四ツ谷駅前

詳細は、会報45号にてお知らせいたします。


